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令和元年度 米軍機の航空機騒音発生状況等の概要 
 

                                                
 

 
 

１ 要 旨 

○ 岩国基地への米空母艦載機移駐完了（平成 30 年３月）後の県内への影響を確認するため，

移駐完了前後の騒音発生状況と，市町からの報告をもとに低空飛行目撃情報を取りまとめた。 

○ 令和元年度の騒音発生回数は，移駐完了前と比べて大幅に増加している。また，移駐完了直

後の平成 30年度と比較しても，更に増加している。 

○ また，令和元年度の低空飛行訓練目撃情報については，岩国基地周辺及び米軍機の訓練空域

下の 10 市町から報告があり，目撃実日数は１９３日，目撃件数は延べ１，７３４件となり，

平成 30年度と比較し減少したものの高止まりしている。 

○ これらの状況から，引き続き，国等に対し，県民が生活している地域での米軍機の低空飛行

訓練の中止や騒音被害の実態把握，被害解消に向けた必要な措置を要請する。 

 

２ 国設置の騒音測定器における航空機騒音（７０ｄＢ以上）の発生状況 

空母艦載機の移駐完了後２年が経過したが，令和元年度は航空機騒音発生回数が全測定地点

で更に増加しており，住民生活に多大な影響を及ぼしている。 

 

測定地点 

（国測定器設置箇所） 

H29年度 

（移駐完了前） 

（Ａ） 

H30年度 

（移駐完了後） 

（Ｂ） 

R元年度 

 

（Ｃ） 

対前々年増加

回数(倍率) 

（Ｃ－Ａ） 

（Ｃ/Ａ） 

対前年増加 

回数(倍率) 

（Ｃ－Ｂ） 

（Ｃ/Ｂ） 

県内設置（６地点） 
合計 

3,872 回 4,969 回 6,386 回 
2,514 回  

（1.6 倍） 

1,417 回  

（1.3 倍） 

岩 

 

内 

訳 

岩国飛行場周辺      

大竹市 

阿多田島 
2,322 回  3,182 回  3,922 回  

1,600 回  

（1.7 倍） 

740回  

（1.2 倍） 

大竹市 

西栄 
106回  86 回  104回  

▲2回  

（1.0 倍） 

18 回  

（1.2 倍） 

廿日市市 

宮島 
219回  300回  489回  

270回  

（2.2 倍） 

189回  

（1.6 倍） 

廿日市市 

八坂公園 
440回  564回  819回  

379回  

（1.9 倍） 

255回  

（1.5 倍） 

江田島市 

沖美 
88 回  169回  177回  

89 回  

（2.0 倍） 

8 回  

（1.0 倍） 

広島県北西部地域      

北広島町 

西八幡原 
697回  668回  875回  

178回  

（1.3 倍） 

207回  

（1.3 倍） 

参 

 

考 

北広島町 

荒神原 
― 580回  689回  ― 

109回  

（1.2 倍） 

安芸太田町 

戸河内 
― 148回  176回  ― 

28 回  

（1.2 倍） 

（中国四国防衛局公表資料を基に作成。欠測期間を含む場合がある。） 

令 和 ２ 年 ５ 月 ２ ８ 日 

国 際 課 
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３ 市町からの低空飛行訓練目撃情報の報告 

（１） 市町別（元年度）   

目撃情報の多くは，北広島町等の北部地域と大竹市等の西部地域である。 

市   町 北広島町 大竹市 広島市 廿日市市 三次市 江田島市 安芸太田町 庄原市 呉市 安芸高田市 

目撃実日数  163日  55日  31日 28日 17日 13日 12日 9日 ２日 ２日 

目 撃 件 数       1,175件  360件  52件 55件 41件 18件 15件 12件 ３件 ３件 

※ 目撃実日数の合計は，市町間の重複があるため，目撃実日数 193日とは一致しない。 
 
 

（２） 曜日別（元年度）   

週末・休日において，実日数で１４日（土曜日５日，日曜日５日，祝日４日），延べ２２件 

目撃されている。 

曜   日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 
祝日 

（月～金 
内数） 

不明 

目撃実日数  22日 36日 45日 42日 34日 ５日 ５日 ４日 ４日 

目 撃 件 数 181件 313件 437件 427件 356件 ９件 ６件 ７件 ５件 

 

 

（３） 時間帯別（元年度）  

１９時から７時までの夜間・早朝において，延べ９５件目撃されている。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

（４）年度別（期別）推移   

年度 
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 

上期 下期 計 上期 下期 計 上期 下期 計 上期 下期 計 上期 下期 計 

目撃実日数 

(週末・休日) 

97 

（11） 

103 

(14) 

200 

(25) 

100 

（9） 

112 

(20) 

212 

(29) 

103 

（11） 

108 

（13） 

211 

（24） 

116 

（10） 

110 

（10） 

226 

（20） 

106 

（12） 

87 

（2） 

193 

（14） 

目 撃 件 数      

(週末・休日) 

730 

(18) 

496 

(25) 

1,226 

(43) 

603 

(24) 

624 

(58) 

1,227 

(82) 

814 

(14) 

1,067 

（48） 

1，881 

（62） 

1,011 

(51) 

832 

（20） 

1,843 

(71) 

837 

(19) 

897 

(3) 

1,734 

(22) 

 

時 

間 

帯 

～7 

時 

7 

時
台 

8 

時
台 

9 

時
台 

10 

時
台 

11 

時
台 

12 

時
台 

13 

時
台 

14 

時
台 

15 

時
台 

16 

時
台 

17 

時
台 

18 

時
台 

19 

時
台 

20 

時
台 

21 

時
台 

22 

時
台 

23 

時
台 

不 
明 

目 撃 

実日数 
10 ５ 37 75 69 75 83 72 73 71 48 13 ８ 17 22 ４ ４ １ ７ 

目 撃 

件 数 
12 ６ 52 234 203 193 233 200 204 170 100 22 15 33 32 ７ 10 １ ７ 

※ 目撃実日数の合計は，時間帯の重複があるため，目撃実日数 193日とは一致しない。 


